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Threshold conditions for pulse generation from a DISC-Loop-type pulse generator 
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図２出力光スペクトル （破線： CW光波長）,　分解能 = 10 pm
CW光強度 +5.3 dBm (a), +0.5 dBm (b), -∞ dBm (c) 

図１ DISC-Loop型光パルス発生器
SOA ： 半導体光増幅器
ED-MZI ： エネルギー分配
　　　　　　 　　マッハツェンダ干渉計

P’s: 偏光子, Q’s: λ/4波長板, H’s: λ/2波長板

SOA非飽和利得 = +14.5 ｄB
SOA注入電流 = 150 mA
Calcite遅延時間 = 5.0 ps
ED-MZI周波数 = 10.5 GHz
EDFA非飽和利得 = +26.9 dB
CW波長 = 1554.28 nm
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序  近年、DISC 型波長変換器[1, 2]を内蔵する DISC-Loop 型光パルス発生

器が提案され、5ps,10GHz パルス発生が実証された[3, 4]。本パルス発生器

は、モードロックとは異なる新しい原理に基づき、省電力・小型・周波数可

変・パルス幅可変など実用上の利点を持つと期待される。 

本研究  市販 SOA を利用して 5ps,10GHz パルス発生器を試作し、パルス発生

閾値条件を検討した。実験の結果、CW 光入力= +0.5 dBm に設定した場合に、

CW 波長近傍に相互位相変調(XPM)スペクトル成分(∆λ= 10.5GHz= 85pm)が成

長した (図 2(b))。この CW 入力条件で光パルス成分の周回が始まったと考

えられる。発表では現在の課題と併せ、系統的な実験検討結果を報告する予

定である。 
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